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推奨工具

施工前の確認事項

○室内階段用です。
○フローリング専用の段鼻保護見切りです。
○無垢フローリング・複合 (合板 )フローリング用です。
　※直貼り (クッション層付 )フローリングにはご使用いた
　だけません。
○フローリング適合厚
　F751/ 753　…　15mm 　　　F757　 …　12mm
○PrevioF7を段鼻に使用する場合、事前にフローリングに
下記加工が    必要です。

○木ねじ　平頭　3.1×10～13
○接着剤
　・変成シリコーン樹脂系弾性接着剤  ｜ 品番：75-704
　　※上記接着剤はアシストカタログ掲載品です

○F751

①合板の施工精度がきわめて重要です。
　合板面を凹凸なくフラットに押えます。
　※蹴込み面の鉄板と合板の面が合っている事を確認します。
②本体に接着剤を適量塗布し、段鼻に圧着。本体の既設穴に
木ねじで固定します。取付けピッチは、両端70mm以内、
中間300mm以内になるようにします。 

　※接着剤がはみ出した時は、速やかに除去してください。
　※ビス頭が本体からはみ出すと、フローリングが設置出来
　なかったり、がたつく可能性があります。ご注意くださ
　い。
　※接着材が完全硬化し、本来の機能を発揮するまで設置製
　品に力を加えないでください。
③踏み面に事前に加工したフローリングを張りこみます。

○F753・757

①踏み面と蹴込みの合板の施工精度がきわめて重要です。
　合板面を凹凸なくフラットに押えます。
　※踏み面と蹴込みの合板の面が合っている事を確認します。
②蹴込みのフローリングを張ります。フローリングは蹴込み
上端いっぱいまで、はみ出さないよう張りこみます。
③本体に接着剤を適量塗布し、段鼻に圧着。本体の既設穴に
木ねじで固定します。取付けピッチは、両端70mm以内、
中間300mm以内になるようにします。 

　※接着剤がはみ出した時は、速やかに除去してください。
　※ビス頭が本体からはみ出すと、フローリングが設置出来
　なかったり、がたつく可能性があります。ご注意くださ
　い。
　※接着材が完全硬化し、本来の機能を発揮するまで設置製
　品に力を加えないでください。
④踏み面に事前に加工したフローリングを張りこみます。

施工要領書

Previo F
フローリング用段鼻保護見切り

Previo F751 Previo F757Previo F753

フローリング材 フローリング材 フローリング材

穴の位置 穴の位置
穴の位置合板 合板
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※フローリング材の伸縮により、隙間が生じる可能性があります


